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亀川地区都市再生整備計画 ○

平成25年度　～　平成29年度　（5年間） 大分県別府市

まちの改善度
亀陽泉の利用者総数
まちづくり等に関するWSの開催回数

指標 定義 （H24当初） （H27末） （H29末）

まちの改善度

亀陽泉の利用者総数

まちづくり等に関するWSの開催回数

Ａ　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H25 H26 H27 H28 H29

A-1-1 都市再生 一般 別府市 直接 亀川地区都市再生整備事業 別府市 902

50 100 100 100 100

合計 902

Ｂ　関連社会資本整備事業（該当なし）

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 対象 間接 H25 H26 H27 H28 H29

合計 0

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H25 H26 H27 H28 H29

合計

番号 備考

Ｄ　社会資本整備円滑化地籍整備事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 対象 間接 H25 H26 H27 H28 H29

番号 備考

市町村名
港湾・地区名

市町村名

市町村名
全体事業費
（百万円）

全体事業費
（百万円）

・（定住自立圏共生ビジョン名）に基
づき実施される要素事業：A全て
・（連携中枢都市圏ビジョン名）に基
づき実施される要素事業：A4-3

交付対象事業

Ｂ全体事業費 0.00%Ｄ
(Ａ(提案分)＋Ｃ)／(Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ)

重点計画の該当

大目標：誰もが安心・快適に過ごせる国際性と伝統が共存したまち
　目標１：人にやさしい安全で快適なまちづくりの推進
　目標２：多様な交流・賑わいを創出する地域拠点の形成
　目標３：防災体制の充実

　　計画の成果目標（定量的指標）

一体的に実施することにより期待される効果

全体事業費
（百万円）事業内容

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

最終目標値当初現況値 中間目標値

計画の目標

全体事業費
（百万円）（面積等）

事業者
要素となる事業名

（事業箇所）
事業内容

市町村名

一体的に実施することにより期待される効果

事業者 要素となる事業名
事業内容

社会資本総合整備計画
計画の名称

計画の期間 交付対象

（事業箇所）

0百万円

63千人/年

3回（総数）

亀陽泉の有料利用者数

効果促進事業費の割合
0百万円0百万円

15回（総数）
まちづくりや施設整備、避難訓練等に関して、学生と
住民が協働で取り組むWSの開催回数

番号

合計
（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ） 902百万円 Ａ Ｃ902百万円

番号 事業者 要素となる事業名

番号

別府市 道路事業 他　80ha

事業者
要素となる事業名

（延長・面積等）

平成28年11月11日

アンケート調査による、事業を実施したことにより、
まちが「よくなる」と答えた人の比率

99千人/年

41% 70%



交付金の執行状況
（単位：百万円）

H25 H26 H27 H28 H29

0

配分額
（a）

16 51 74 80 140

計画別流用
増△減額
（b）

0 0 0 0

8

交付額
（c=a+b）

16 51 74 80 140

前年度からの繰越額
（d）

0 0 0 28

支払済額
（e）

16 51 46 100

翌年度繰越額
（f）

0 0 28 8

うち未契約繰越額
（g）

0 0 22 8

不用額
（h = c+d-e-f）

0 0 0 0

未契約繰越＋不用率
(h = (g+h)/(c+d)）

0.0% 0.0% 30.1% 7.4%

未契約繰越＋不用率が10％を超えて
いる場合その理由

- -
用地取得が
遅延したた
め

-



（参考様式３）参考図面（社会資本整備総合交付金）

計画の名称 亀川地区都市再生整備計画

計画の期間 平成25年度　～　平成29年度　（5年間） 大分県別府市交付対象

凡例

基幹事業

関連社会資本整備事業
効果促進事業

A-1
亀川地区都市再生整備計画事業

（道路・公園・施設 等）



都市再生整備計画（第２回変更）

亀川
かめ が わ

地区
ち く

大分県
おおいたけん

　別府市
べ っ ぷ し

平成２８年１１月



都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 80 ha

平成 25 年度　～ 29 年度 平成 25 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年 目標年

％ H24 H29

人／年 H23 H29

回
H20～H24
（総数）

H25～H29
　（総数）

都道府県名 大分県 別府市
べっぷし

亀川
かめがわ

地区
ちく

計画期間 交付期間 29

大目標：誰もが安心・快適に過ごせる国際性と伝統が共存したまち

　目標１：人にやさしい安全で快適なまちづくりの推進
　目標２：多様な交流・賑わいを創出する地域拠点の形成
　目標３：防災体制の充実

・亀川地区がある市北部地域は、JR亀川駅を中心とした旧来のまちなみを基盤とする既成市街地であり、周辺には、山際の計画的に開発された低層住宅地、緑豊かな斜面住宅地となっている。
・北部地域内には、立命館アジア太平洋大学、別府大学、溝部学園が立地し、留学生を含む学生が多く、国際的な雰囲気の漂う地域となっている。
・地区内には、多くの病院（別府医療センターなど）や障がい者の多い施設（太陽の家）があり、障がい者が多い地区となっている。
・地区内には、別府八湯の一つである亀川温泉があり、別府八湯では各々の地区が独自のまちづくりを展開している。
・市では、平成17年3月に「別府市交通バリアフリー構想」を取りまとめ、亀川駅周辺地区を重点整備地区とし、道路や鉄道施設などのバリアフリー化を計画した。平成２３年度までに、亀川駅東西自由通路や東口駅前広場の整備、JRによる老朽化した駅
舎の建て替えなどバリアフリー化事業を実施した。
・市では、都市計画マスタープランやまちづくりに関する各種計画の策定において、市民意向を反映することを目的とし、平成２２年度に地域別の「まちづくり懇談会（ワークショップ）」を開催し、その意見を参考として「都市計画マスタープラン」の策定を
行った。
・このマスタープランでは、「人にやさしいまちづくりの推進」「都市計画道路の整備促進」「亀川駅周辺地区の整備推進」を重要施策としている。
・都市再生整備計画の策定にあたっては、住民や学生参加のワークショップの開催やまちづくり事業を推進するために設立した「亀川地区まちづくり推進協議会」での協議検討を重ね、計画づくりを行った。

・地区内人口は、平成２年を底として回復に転じているが、高齢化率は一貫して上昇している。
・地区内には、多くの病院や障がい者が多い施設（太陽の家）などが立地し、高齢者や障がい者などが多い地区であることから、バリアフリー化された道路などの基盤施設の整備が急務となっている。
・平成２２年には、JR亀川駅に東西市街地を結ぶ自由通路が整備され、西側市街地からの利便性が向上したが、西側市街地には歩車分離された道路が少なく、また小学校もあることから、交通安全の確保が必要である。
・商店街や温泉施設の老朽化などにより地域の活力が低下しており、地域活性化が必要である。
・北部地域には、立命館アジア太平洋大学、別府大学、溝部学園が立地し、留学生や学生が多いが、留学生や学生に対する魅力ある施設が不足している。
・地区内の市街地は、ほとんど標高１５m以下の低地であり、津波などに対する危険性が高い。

・山なみや河川、海岸などの豊かな自然、亀川温泉や柴石温泉の温泉資源を活かした、地域づくりを推進する。
・留学生が多く住む地域特性を活かした地域づくりを産官学などにより協働で推進する。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

まちの改善度
アンケート調査による、事業を実施したことにより、まちが
「よくなる」と答えた人の比率

目標の全てに関連し、基盤施設の整備、及び活性化の拠点施設
の整備などにより、まちの改善度の向上を目指す。 41% 70%

亀陽泉の利用者総数 亀陽泉の有料利用者数
目標２に関連し、住民同士や住民と学生との交流機会の増加を目
指す。 63千人／年 99千人／年

まちづくり等に関するWSの開催回
数

まちづくりや施設整備、避難訓練等に関して、学生と住民
が協働で取り組むWSの開催回数

目標２、３に関連し、地域内の交流促進及び災害時の安全の向上
を目指す。 3回 15回



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

・「まちづくり活動支援事業」提案／住民・学生ワークショップ開催事業

○事業中の計画の管理について

　・整備計画の策定時に設立した「亀川地区まちづくり推進協議会」を計画策定後も継続して開催し、事業の進め方や進捗状況、効果についての協議検討を行う。
　・事業中は、学生、住民が主体のワークショップを開催し、意見やアイデアを積極的に計画に反映させる。

○事業成果の評価について
　・事業期間中に、目標値の従前値の算出を行ったのと同じ方法で目標値の達成状況を随時確認を行う。
　　（但し、アンケートによる満足度評価は最終年度のみとする）
　・事業最終年度において、総合的な事業成果の評価のため、事業活用調査を実施し、目標を定量化する指標の計測を行う。

方針に合致する主要な事業

整備方針１（地域の基盤となる施設の整備による安全、快適性の向上）
・人に優しい安全で快適なまちづくりを推進するために、道路の整備及び交通結節点の改善を図る。

・「道路事業」基幹／都市計画道路　亀川駅西線（駅前広場）整備事業
・「街路事業」関連／山田関の江線整備事業、亀川駅西線整備事業
・「道路改良事業」関連／別府山香線（内竈）
・「海岸環境事業」関連／関の江地区
・「津波高潮対策事業」関連／古市地区
・「道路事業」基幹／市道県道妙診線整備事業

整備方針２（地域の拠点施設の整備による交流・賑わい向上）
・地域の交流、賑わいの拠点の一つである亀陽泉会館（温泉施設）の建て替えを行う。
・亀陽泉会館の建て替えに併せ、駐車場、ポケットパークなどの整備を行い、地域活性化の役割を担える機能の充実を図る。
・亀陽泉会館整備に併せて道路拡幅を行うことにより、商店街の終点付近にある新川交差点の交通混雑の緩和を図る。
・地区に住む若者や留学生だけでなく、訪れる人に分かりやすい情報を提供するための施設を整備する。

・「道路事業」基幹／市道市姫妙診線整備事業
・「高質空間形成施設」基幹／ポケットパーク整備事業
・「地域生活基盤施設」基幹／駐車場整備事業
・「地域生活基盤施設」基幹／情報板設置事業
・「地域創造支援事業」提案／亀陽泉会館建替事業

整備方針３（市民と行政が協働のまちづくりの推進）
・まちづくりに対して住民が積極的に関与し推進していくためにワークショップを開催する。
・学生や留学生が積極的に地域と交流に取り組むための活動を支援する。



都市再生整備計画の区域

　亀川地区（大分県別府市） 面積 80 ha 区域
亀川浜田町の一部、亀川東町の一部、亀川中央町の一部、古市町の一部、
内竈の一部、国立第一、国立第二、大字野田の一部

※　計画区域が分かるような図面を添付すること。



まちの改善度 （　％　） 41% （H24年） → 70% （H29年）

亀陽泉の利用者総数 （人／年） 63千人／年 （H23年） → 99千人／年 （H29年）
まちづくり等に関するWSの開催回数 （　回　） 3回 （H19～H24） → 15回 （H25～H29）

　亀川地区（大分県別府市）　整備方針概要図

目標

大目標：誰もが安心・快適に過ごせる国際性と伝統が共存したまち

目標１：人にやさしい安全で快適なまちづくりの推進

目標２：多様な交流・賑わいを創出する地域拠点の形成

目標３：防災体制の充実

代表的な

指標

■基幹事業
亀川駅西線（駅前広場）整備
・規模：3,000㎡

・事業主体：別府市
・事業予定期間：H25～H29

■提案事業
亀陽泉会館建替

・規模：1棟
・事業主体：別府市
・事業予定期間：H25～H28

■基幹事業
市道市姫妙診線整備
・規模：L=120m,W=12m

・事業主体：別府市
・事業予定期間：H25～H29

■基幹事業
ポケットパーク整備
・規模：A=600㎡
・事業主体：別府市

・事業予定期間：H25～H29

■提案事業
事業効果分析調査
・規模：区域内
・事業主体：別府市
・事業予定期間：H29

■提案事業
住民・学生ワークショップ開催
・規模：区域内
・事業主体：別府市
・事業予定期間：H25～H29

■基幹事業
情報板設置
・規模：区域内
・事業主体：別府市

・事業予定期間：H29

関連事業：街路
山田関の江線・亀川駅西線整備

関連事業：道路改良
別府山香線整備

関連事業：海岸環境事業
関の江地区整備

■基幹事業
駐車場整備

・規模：A=480㎡
・事業主体：別府市
・事業予定期間：H25～H29

基幹事業

提案事業

関連事業

凡 例

N

■基幹事業
市道県道妙診線整備
・規模：L=40m,W=5m

・事業主体：別府市
・事業予定期間：H26
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